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研究の概要 

空気や水といった透明で見えない流れの様子を計測する手法として、粒子画像流速計（PIV）という画像計測手法が

ある。この計測手法は、煙風洞内やトレーサー粒子を混入した水槽内で流れの様子を可視化する技術である。他方、

流体中に浸された物体に働く力（およびトルク）の測定は、力変換器（およびトルク計）を用いた風洞実験などにより、可

視化実験とは別実験で行われることが常である。 

本計測技術は、物体まわりの流れの

撮影画像（流れ場の速度情報）から、そ

の物体表面上に働く圧力分布を直接計

測する手法である。物体表面上の圧力

分布が得られれば、物体が流体から受

ける抵抗や揚力（およびトルク）といった

非定常な流体力は容易に算出される。

これにより、これまで別々に行うしかな

かった、「流れの可視化」と「流体力の測

定」を同時に行うことが可能となり、より

効率的に最適な流体力学的デザインを

決定できるようになる。 

 

特
長
・効
果 

 

１． 流れの撮影画像から、物体が受ける非定常流体力（抵抗・揚力・トルク）の算出が可能  

２． 抵抗、揚力、トルクの測定に、力変換器やトルクメーターが不要  

３． 流れの情報と、その流れから物体が受ける抵抗・揚力・トルクの非接触による同期計測が可能  

利
用
・用
途 

 

１． 本アルゴリズムを既存の汎用 PIV ソフトへ組み込む（アッドオン化）ことによるソフトウェアの拡張  

２． 流体機械関連など、流れの可視化と流体力の測定を要する機関の研究開発ツール  

３． 流体力学の授業等での教育目的による利用  
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